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１２月聖句 『 今日、ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。』 

(新約聖書ルカによる福音書２章１１節) 

＜巻頭言＞ マララの夢と勇気                         園長 小山哲夫 

今年のクリスマス祝会の年長組創作劇「マララの夢と勇気」は、女性が学校へ行くことを禁じるタリバ

ンに従わなかったとして、出身地のパキスタンで銃撃されたマララ・ユスフザイさんが描いた「マララの

まほうのえんぴつ」という絵本（智恵美先生が教えてくれました）を脚本化しました。 

マララさん（医者を目指していた）が育ったパキスタン北西部のスワート渓谷

は、２００７年からタリバンに支配されました。女性が学校へ行くことを禁じら

れましたが、１５歳のマララさんは、｢四方を壁に囲まれた家の中にとどまり、自

分が自分でいられないような人生は、想像できなかった｣と勇気を出して学校へ通

い、２０１２年１０月９日、帰宅途中のスクールバスで銃撃に遭いました。頭部と

首に銃弾を受け瀕死の重傷でしたが、奇跡的に回復し、翌年の７月に国連本部で

「銃弾では教育の必要性は止められない」と教育の重要性を訴えました。国連は、

マララさんの誕生日である７月１２日を「マララ・デー」と名付けてその勇気を讃

えています。そして、その後も世界各地で教育の重要性、女性が教育を受ける権

利、平和の重要性を訴え続け、その結果、１７歳の２０１４年に史上最年少でノー

ベル平和賞を受賞しました。その受賞スピーチの一部を紹介します。 

『・・・両親の無条件の愛に感謝します。父は、私の翼を切り取らず、羽ばたかせてくれました。母

は、がまん強く、いつも真実だけを語ろうという気にさせてくれます。これこそ、私たちが強く信じてい

る、イスラムの真のメッセージです。・・・この賞は、ただ部屋にしまっておくためのメダルではありま

せん。終わりではなく、始まりに過ぎません。平和を求める怯えた子ども達、変化を求めながら声をあげ

ることのできない子ども達のものでもあります。 

・・・親愛なる兄弟姉妹のみなさん。いわゆる大人の世界であれば理解されているのかもしれません

が、私たち子どもにはわかりません。なぜ「強い」といわれる国々は、戦争を生み出す力がとてもあるの

に、平和をもたらすことにかけては弱いのでしょうか。なぜ、銃を与えることはとても簡単なのに、本を

与えることはとても難しいのでしょうか。なぜ戦車をつくることはとても簡単で、学校を建てることはと

ても難しいのでしょうか。・・・現代に暮らす中で、私たちはみな、不可能なことはないと信じていま

す。45 年前に人類は月に到達し、おそらく火星にもまもなく降り立つでしょう。それならば、この 21世

紀には、全ての子供たちに質の高い教育を与えられなければなりません。 

・・・男の子や女の子が子供時代を工場で過ごすのも、もうこれで終わ

りにしましょう。女の子が幼いうちに強制的に結婚させられることも、戦

争で子供の命が失われることも、子供が学校に通えないことも、これで終

わりにしましょう。私たちで終わらせましょう。この「終わり」を始めま

しょう。今、ここから、ともに「終わり」を始めましょう。』 

 昨年の劇で紹介した、世界で一番貧しいと言われたムヒカ大統領は、

「日本はすごい進歩を遂げた国だと思う。しかし本当に日本人が幸せなのかは疑問です。西洋の悪いとこ

ろをマネして、日本文化の根源を忘れてしまっている。幸せは物を買うことと勘違いしている。幸せは人

間のように命あるものからしかもらえない。モノは幸せにしてくれない。幸せにしてくれるのは命ある生

き物です」と優しく指摘し、日本の子ども達に「君たちは今人生で最も幸せな時間にいる。経済的に価値

ある人材になるための勉強ばかりして、早く大人になろうと急がないで。遊んで、遊んで、子どもでいる

幸せを味わおう」とメッセージを送りました。 

教育を受けることを切実に願った悲惨なマララさん達の状況と比較すると、

私たち日本の子ども達は経済的には恵まれているかもしれませんが、自尊心を

育み、人間として豊かに生きる道を見つけるのがとても難しくなっています。   

今年のクリスマスも、子ども達が幸せに育つために、何が重要なのかを真剣に

考える時となることを願っています。そして、過激な情報やゲーム等で、その

純真さ、かけがえのない笑顔を失わないように、心より祈っています。 

銃撃を受け手術後のマララさん 



２０１９年度  園児募集について 
是非、多くの方にはまなす幼稚園の教育が、子ども達の幸せにつながることをお伝えく

ださい。よろしくお願いいたします。 

入園願書は幼稚園職員室にあります。午前9時～4時(土日・冬休みを除く)までに、取り

に来て下さい。希望があれば園児に持たせますので、ご連絡下さい。 

※満3歳児の入園も定着し、満3歳児保育の重要性を実感しています。ご検討下さい。 

 入園願書配布   ２０１８年 １２月１１日 より 

   入園 受付日    ２０１９年  １月１６日（幼稚園） 

 

職員募集中  興部保育所 代替保育士 １名 

 代替保育士（非常勤）を募集しています。お心当たりの方はご紹介下さい 

１２月行事予定 

＜お知らせ＞ 

１、クリスマス・アドペント(待降節)について 

・クリスマス祝会等については、お手紙でお知らせした通りです。ご覧下さい。 

・クリスマス前の4週間を「待降節」といい、クリスマスを迎える準備期間です。 

・幼稚園ではアドベントカレンダー・クランツ・リース等で、クリスマスを待ち望みます。 

２、１２月子育てを語る会 12/13（木） はこぶねハウス 10時～11時45分 

☆ テーマ：マララさんから学ぶ「幸せ」 

巻頭言で紹介したマララさんのメッセージを中心に「本当の幸せ」を考えます。クリスマスに因んで、与え

られる喜び・与える喜びも考えましょう。クリスマス以外にも様々な質問や疑問にもお答えできる、フリート

ークの時間を多くします。幼稚園関係者以外も参加できます。お誘いあわせて多数ご参加下さい。 

３、１２月お誕生会 

  ケーキスポンジに子ども達が簡単なデコレーションをして食べます。アレルギーなどで食べられない場合

は配慮しますので、担任にご連絡ください。 

４、クリスマス祝会の写真について(橋本写真館) 

クリスマス祝会で橋本写真館さんが撮影した写真は、１４日（金）～１８日（火）まで幼稚園に展示します。 

ご希望の方は、必ず、１４～１８日に申し込み用紙に希望写真の番号を記入してお申し込みください。 

(代金は1月に納入していただきます)写真は終業日（12/22）にお渡しできる予定です。 

５、はこぶねハウスの冬休み利用について 

冬休み期間中、利用希望が多くなりますので、臨時職員で対応しなければなりません。はこぶねハウスを

利用される方は、１２月１２日までに「利用申込書」に利用希望日を記入してお申し込み下さい。 

６、１２月から、つくし組に新しいお友達が入園しました。 

  近田 凜也（りんや）くん、 小山詩乃（しの）ちゃん、 よろしくお願いします 

冬期間、幼稚園前道路が積雪で狭くなります。 

サンライズ側の駐車はご遠慮願います。 
 

      

１日(土) 土曜体園 アドベント始まり 
３日(月) あそびんこクラブ 
４日(火) クリスマス祝会総練習(公民館) 
７日(金) 年長 興部小学校(興小祭り)参加 
８日(土) 土曜体園 クリスマス祝会:会場準備 
９日(日) クリスマス祝会(中央公民館) 

１０日(月) 代休 (はこぶねハウス開所) 
１１日(火) 新年度入園願書配布開始 
１３日(木) 子育てを語る会 
１５日(土）土曜休園 

１７日(月) あそびんこクラブ 
１８日(火) 幼児運動教室(幼稚園ホール) 
１９日(水) １２月お誕生会(ミニケーキ) 
２０日(木) 月末統計 
２１日(金) 終業礼拝(午前保育)牛乳有り 
２２日(土) 土曜休園 
 
冬休み(～1/16) 

1/16  2019年度新入園児受付 
1月17日(木)始業礼拝(午前保育)牛乳有り 


